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 春も中ごろとなり桜も散り、新生活にも慣れてきた今日この頃、いかがお過ごしでしょうか。 

 我がボート部もこの春、別れ、旅立ち、そして新たなスタートをきりました。旅立たれた先輩方、新

たに迎え入れる新入生と顔ぶれが変わり、新しい緊張感が漂っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のメイントピックス 

☆進水式☆ 
☆送別会☆ 
☆名大戦☆      …OB エイト ♘優勝♘ 
             …男子エイト 準優勝 
☆中日本レガッタ☆ …男子シングルスカル（澤津）

準優勝 
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☆進水式☆                               
3 月 4 日(土)、庄内川艇庫にて進水式を行いました。 

昨年白艇会より購入していただいた校ダブルスカル‘VIVACE’に続き、大学よりシングルスカル

を購入していただきました。皆の願いをのせて躍進する艇となるようにと‘METEOR（流星）’と名付

けました。 

 この日は、学生課の方々にもお越しいただき､学生部長の横山さんには新艇の祝いにお酒を頂

戴し、皆で杯を交わしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎◎進水式に来てくださった方々（敬称略）◎◎  

名工大学生課 御名前  名工大学生課 御名前 名工大学生課 御名前 

学生部長  横山伸一  学生課課長  小木曽昭彦 学生課係長  三木順 

          

卒業年度 学科 御名前  卒業年度 学科御名前 卒業年度 学科 御名前 

S48 W 衣斐洋一  S53 E 川村信之 S57 E 竹下隆晴 

H16 F 塚本浩輔        
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☆送別会☆                               
 3 月 18 日（土）、アパホテルにて新たに旅立たれる先輩方の送別会が開かれました。残念ながら

当日は雨でしたが 11 階から見えるネオンの中、たくさんの OBの方々に送り出されました。先輩方

にはこれからますますのご活躍を期待しております。 
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◎◎送別会に来て下さった方々（敬省略）◎◎ 

卒業年度 学科 御名前  卒業年度 学科 御名前 卒業年度 学科 御名前 

S36 E 神谷昌宏  S48 W 衣斐洋一 S53 M 佐野武雄 

H14 Ua 田中弘臣  H15 Ue 櫻井潤 H16 F 塚本浩輔 

H16 M 中川秀幸  H16 M 中島明 H17 Z 羽生田真英

H17 Z 西雪健次朗  H17 Sc 荻須美樹    
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☆名古屋工業大学・名古屋大学対校戦☆           
名大・名工大の決戦は今大会で51回目を迎え、両校の歴史に新たな１ページを刻む戦いとなり

ました。この日は新たなスタートを切るのにふさわしい、春風の心地よい絶好のレース日和でした。 

日程 ： 2006 年 3 月 25 日(土) 

場所 ： 

  

愛知県名古屋市中川区 庄内川 

（男子エイト） 庄内川 一色大橋～旧前田橋 1810m 

（OB エイト）  庄内川 一色大橋～船台 850m 

出場クルー ： 男子エイト  C：神谷 恭平 S ：澤津 貴弘 7 ： 平 雄二 

    6 ：土岐 良太 5 ：古川 資生 4 ： 小池 亮介 

    3 ：新海 雄也 2 ：阿葉家 淳 B ： 石川 敦正 

  OB エイト  C：塚本 浩輔 S ：廣岡 正人 7 ： 田中 弘臣 

    6 ：中川 秀幸 5 ：川嶋 教孔 4 ： 小島 隼人 

    3 ：櫻井 潤 2 ：山出 善章 B ： 中島 明 

✽OB エイト✽ 
漕

ぎ 勝

利 皆

様

着順 クルー名 タイム 

１ 名古屋工業大学 3’34”37 

２ 名古屋大学 3’51”42 

✽男子エイト✽ 

螂

を

足

も

着順 クルー名 タイム 

１ 名古屋大学 5’50”07 

２ 名古屋工業大学 6’10”45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両クルーとも現役時代を彷彿とさせる力強い

ぶりでした。中盤から勢いに乗った名工大が

を収めました。ＯＢエイトに乗っていただいた
、お疲れ様でした。 
スタートから少し出られ、一本松付近から大蟷

の手前まで少しずつ差を詰めるものの、大蟷螂

越える辺りから差が少しずつ離されてしまった。

蹴りを入れるも上がらず、早めにスパートに入る
のの中盤での差を埋めることはできなかった。 

5



クルーの言葉 

男子エイト 

S:澤津 貴弘（4 年）  

インカレが終わった頃から「名大戦に勝つためには何が必要なのか？」と考えていました。レース

はエイトで行うのだからやはり艇に対してみんなが同じ意識を持つことが重要だと思いました。そこ

で自分の持つ漕ぎのイメージを伝えるため、コーチ主将と話しをし、冬のトレーニングの間、みんな

とダブルに乗り、練習してきました。初めは伝えるための表現を探すのに苦労しました。そして、2月

の終わりごろにはエイトを組み練習を始めましたが、まだ統一された意識を持つほどには至らず、

艇は思うように進みませんでした。徐々に「よくなってきたかな？」と思うこともあったのですが長くは

続かず、「イメージが合わないな」という思いを払拭できないまま当日を迎えました。結果は 20 秒差、

地力で負けてるなという印象でした。「インカレ優勝」という目標を達成するためにもここから得たも

のを糧にし、レベルアップしていきます。 

2：阿葉家 淳（3 年） 

今回は澤津さんが一緒に乗っているということで、澤津さんに頼りすぎてしまった。スイープだっ

たということもあるけれど、スカルでの冬のトレーニングで感じた漕ぎを出し切れなかった。これから

誰かに頼って漕ぐのではなく、自分が一番漕いだという実感がもてるような漕ぎ目標に練習に励ん

でいきたい。 

3：新海 雄也（2 年） 

名大新人戦のときの惨敗を胸に、この名大戦こそは絶対に勝つという意気込みはあったけど、風

邪やけがで他のクルーに迷惑をかけてしまった。日頃から体のケアをしっかりしていきたい。 

4：小池 亮介（2 年） 

クルーの選抜はなかったけど、初めて対校に乗ることになり迎えた初めての名大戦。上級生の絶

対負けられないという思いが伝わってきて、とても刺激になりました。当日は多くのＯＢの方々にお

越しいただき、緊張と共に勝ちたい気持ちが更に強くなりました。しかし結果は大敗し、名大との差

を見せつけられ、部の現状の厳しさを感じることとなりました。今後は上級生の背中をしっかり追っ

て、勝てる力を身につけていきたいです。 
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◎◎応援に来てくださった方々（敬称略）◎◎ 

卒業年度 学科 御名前 卒業年度 学科 御名前 卒業年度 学科 御名前 

S36 E 神谷昌宏 S48 W 衣斐洋一 S53 M 佐野武雄 

S53 E 川村信之 S60 Y 山出善章 H10 Zk 鈴木秀忠 

H10 I 石黒新治 S14 M 廣岡正人 H14 Ua 田中弘臣 

H15 D 川嶋教孔 S15 Ue 櫻井 潤 H16 M 中川秀幸 

H16 F 塚本浩輔 H16 M 中島明 H17 Zy 羽生田真英 

H17 M 小島隼人 H17 Sc 荻須美樹 H17 Zy 西雪健次朗 

 

◎◎白艇会費、寄付金を下さった方々◎◎ 

卒業年度 学科 御名前 卒業年度 学科 御名前 卒業年度 学科 御名前 

S48 W 衣斐洋一 S53 M 佐野武雄 H10 I 石黒新治 

H15 Ue 櫻井 潤       

ありがとうございました。大切に使わせていただきます。 
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☆中日本レガッタ☆                            
シーズンの始まりとなった名大との対校戦から3週間が経ち春うららかな陽気の中、行われました。

今大会はエイトを崩し、ダブルスカル、シングルスカルのみで行われた試合でありました。結果は以

下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

✽

男子シングルスカル✽ 

日程 ： 2006 年 4 月 14 日（金）～16 日（日） 

場所 ： 愛知県愛知郡東郷町 愛知池漕艇場 1000m 

出漕クルー ： 男子ダブルスカル A（S:土岐 良太 B:小池 亮介） 

  男子ダブルスカル B（S:平 雄二 B:阿葉家 淳） 

  

男子シングルスカル A(澤津 貴弘)  

B(石川 敦正)  

C(古川 資生) 

<予選A組>2杯上がり             

着順 クルー名 500m 1000m 

1 富山国際大 B（佐藤） 2’23”36 4’43”67

2 関西電力美浜 RC A（大上） 2’23”46 4’44”07

3 名古屋大 A（中村） 2’27”36 4’51”06

4 トヨタ自動車 A（長谷川） 2’31”68 5’01”37

5 岐阜経済大 E（今井） 2’33”39 5’06”66

6 岐阜経済大 L(清水) 2’29”86 5’12”45

7 名古屋工業大 B（石川） 2’30”25 5’13”91

 

<予選 F組>2 杯上がり 

着順 クルー名 500m 1000m 

1 富山国際大 A（中島） 2’12”07 4’32”90

2 トヨタ自動車 B（山崎） 2’14”25 4’33”51

3 関西電力美浜 RC B（大塚） 2’17”97 4’36”98

4 岐阜経済大 F(久司) 2’27”51 5’04”24

5 名古屋大 B（廣瀬） 2’45”62 5’25”97

6 名古屋工業大 C（古川） 2’54”53 5’53”76
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<予選 G組>2 杯上がり 

着順 クルー名 500m 1000m 

1 名古屋工業大 A（澤津） 2’16”95 4’27”22(準決勝進出) 

2 全諏訪 C（両角） 2’16”50 4’45”55 

3 岐阜経済大D(豊田) 2’22”95 3’50”38 

4 岐阜経済大 K(小畑) 2’25”62 4’57”02 

5 南山大 B（吉田） 3’09”49 6’02”46 

棄権 中部電力（長谷） -- -- 

 

<敗復 H組>1 杯上がり（＋タイム 2 クルー） 

着順 クルー名 500m 1000m 

1 関西電力美浜 RC B（大塚） 2’10”98 4’27”82 

2 岐阜経済大 F(久司) 2’14”29 4’33”80 

3 トヨタ自動車 A（長谷川） 2’16”38 4’36”44 

4 南山大 B（吉田） 2’33”37 4’58”40 

5 名古屋工業大 C（古川） 2’33”00 5’12”17 

 

<敗復 L組>1 杯上がり（＋タイム 2 クルー） 

着順 クルー名 500m 1000m 

1 富山国際大C（前野） 2’05”98 4’16”62 

2 岐阜経済大 J(木崎) 2’01”42 4’19”70 

3 岐阜経済大 L(清水) 2’05”46 4’23”04 

4 名古屋工業大 B（石川） 2’08”62 4’33”78 

 

<準決勝M組>2 杯上がり 

着順 クルー名 500m 1000m 

1 名古屋工業大 A（澤津） 1’49”49 3’42”01（決勝進出） 

2 富山国際大 B（佐藤） 1’55”99 3’55”02 

3 全諏訪 B（杉村） 1’56”42 3’57”54 

4 岐阜経済大 L(清水) 1’54”83 3’59”89 

5 岐阜経済大D(豊田) 1’58”55 4’00”40 

6 岐阜経済大G(仲矢) 1’57”61 4’00”93 

棄権 全諏訪 A（牛山） -- -- 
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<決勝 P 組> 
スタートで出遅れて波の

中思うように艇が伸びずに

いたが、中盤に一度トップ

になる。そこからは並漕す

るように進んで行くが、ラス

トスパートでの艇足が伸び

ず 2着となった。 

（澤津） 

着順 クルー名 500m 1000m 

1 トヨタ紡織 A（船田） 2’14”17 4’20”15 

2 名古屋工業大 A（澤津） 2’13”94 4’21’86 

3 富山国際大 A（中島） 2’11”06 4’23”17 

4 トヨタ紡織 B（山本） 2’11”53 4’24”57 

5 トヨタ自動車 B（山崎） 2’15”42 4’26”87 

6 富山国際大 B（佐藤） 2’23”82 4’45”90 

 

✽男子ダブルスカル✽ 

<予選B組>2杯上がり                  <予選C組>2杯上がり 

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ  着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ

 1 トヨタ紡織 1’50”79 3’46”15  1 関西電力美浜 RC A 1’53”08 3’50”87

2 関西電力美浜RC B 1’52”11 3’46”52  2 関西電力美浜 RC C 1’55”88 3’57”38

3 全諏訪 1’56”50 4’02”61  3 岐阜経済大 A 1’59”88 4’04”23

4 名古屋大 2’00”06 4’16”38  4 名古屋工業大 B 2’05”05 4’17”73

5 名古屋工業大 A 2’15”99 4’31”67  5 富山国際大 Ｂ 2’05”70 4’18”18

6 パルテ名古屋 2’38”61 5’07”69      

 

<敗復 D組>                          <敗復 E組> 

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ  着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ

1 全諏訪 1’52”02 3’45”36  1 トヨタ自動車 1’49”51 3’43”52

2 富山国際大 B 1’53”54 3’46”42  2 岐阜経済大 A 1’50”08 3’45”32

3 名古屋工業大 B 1’53”34 3’52”71  3 名古屋大 1’50”64 3’49”03

4 三重大 1’56”25 3’56”06  4 名古屋工業大 A 2’00”74 4’02”78

5 大同工業大 1’53”91 3’59”53  5 パルテ名古屋 2’20”09 4’40”55
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 スタート直後すでにどの艇も見えなくなっ
た。コンスタントに入っても艇は伸びず、差が

開く一方だった。全くレースと言う状況ではな

く、自分たちのペースのまま 1000ｍを漕ぎ終え
た。 



クルーの言葉 

男子シングルスカル 

古川 資生（2 年） 
 

 

 

 

 

 
 

レース当日は風が強く、スタートまでの間

は緊張がほぐれなかった。予選では思うよう

に漕げずに終わり、敗復でも船を上手く進め

る事が出来ずに終わった。 

中レは力不足を痛感した試合になった。シ

ングルで試合に出て、問題点がたくさん見つ

かったので、これからの練習で直していきた
 
い。 

男子ダブルスカル Ａ 
S：平 雄二（3 年） 
今回、初めてコックスの乗っていない艇で試合に出漕しました。今までと違い、先輩方からアドバ

イスをしてもらえる機会もかなり減り、いかに艇を速く進めるかを自分達で考えて練習してきました。

大変でしたがその分艇の動きにも敏感になれたし、得た物は大きかったと思います。この経験をこ

れからの試合で生かせるよう練習し、インカレ最終日出漕という目標を必ず達成したいです。 

 そして、新歓活動もがんばります。 
 

男子ダブルスカルＢ 
S：土岐 良太（3 年） 
ダブルを組んで 2 週間、全く二人の動きが会わず艇は思うように進まなかった。短い準備期間に

焦り自分勝手な漕ぎになっていたのもあるが、二人のコミュニケーションがなかなかとれていなかっ

た。時間が無いからこそ互いの考えを話す事でどうやっていくかが見えて来るのだと思う。 

 もっと水上だけでなく陸の上でもボート、ボート、ボートにならなければ勝つことはできない。 

◎◎応援に来て下さった方々（敬省略）◎◎ 

卒業年度 学科 御名前  卒業年度 学科 御名前 卒業年度 学科 御名前 

特別会員  山内政勝  S48 W 衣斐洋一 S53 M 佐野武雄 

H9 M 鳥居帝頼  H10 Sa 原田重信 H16 M 中島明 

H16 F 塚本浩輔  H17 Z 羽生田真英 H17 Z 西雪健次朗

◎◎白艇会費、寄付金をくださった方々（敬省略）◎◎ 

卒業年度 学科 御名前  卒業年度 学科 御名前 

S48 W 衣斐洋一  H9 M 鳥居帝頼

ありがとうございました。大切に使わせていただきます。 
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☆今後のお知らせ☆                         

静岡大学、名古屋工業大学対校戦 

日程 ： 2006 年 5 月 6 日(土) 

場所 ： 愛知県名古屋市中川区 庄内川 

出漕クルー ： 舵手付フォア 

 

昨年、静岡県佐鳴湖に行き名工大の名を知らしめた対校戦、今年は我が庄内川で行われます。

昨年同様、名工大の名を知らしめします。 

全日本選手権 

日程 ： 2006 年 6 月 8 日（木）～11 日（日） 

場所 ： 埼玉県戸田市 戸田漕艇ボートコース 2000m 

出漕クルー ： 男子シングルスカル 

 

一昨年、昨年は男子シングルスカル澤津が 3位入賞しました。今年は世界選手権での経験を生

かし、また、全日本大学生選手権“優勝”を胸に、力いっぱい漕いできます。 

中部学生選手権 

日程 ： 2006 年 6 月 24（土）～25 日（日） 

場所 ： 愛知県東郷町 愛知池 1000m 

出漕クルー ： 男子ダブルスカル 

（予定）  男子シングルスカル 

  

ご都合がよろしければ、ぜひ応援にお越しください。 

詳しくはメーリングリスト、電話等でご連絡いたします。 

 

艇庫への連絡は 

  E-mail: rowing-motion@mediacat.ne.jpT までお願いいたします。 

住所変更された方はそちらも合わせてお知らせ下さい。 
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